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実
な
行
動
で
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。
ま
た
、
同
日
行
わ
れ
た
開

会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
「
予
防
活
動
の

一
環
に
役
立
て
て
欲
し
い
」
と
、

吉
川
晴
津
市
防
火
協
会
会
長
か

ら
松
田
直
久
市
長
へ
、
予
防
活
動

車
一
台
が
贈
呈
さ
れ
、
松
田
市
長

は
、
「
市
民
の
安
心
・
安
全
の
た

め
、
役
立
て
た
い
」
と
述
べ
て
い

ま
し
た
。 

競
技
会
の
入
賞
事
業

所
は
以
下
の
と
お
り
。 

◇
入
賞
事
業
所
【
消
火
器
の
部
】
最

優
秀
賞 

敷
島
製
パ
ン
津
営
業
所

▽
優
秀
賞 

榊
原
温
泉
病
院
、
中
部

電
力
三
重
支
店
、
三
重
交
通
▽
努
力

賞 

津
安
芸
農
業
協
同
組
合
、
三
重

ダ
イ
ケ
ン
河
芸
工
場
、
ダ
イ
ヤ
燃

商
、
コ
メ
リ
三
重
流
通
セ
ン
タ
ー 

【
屋
内
消
火
栓
の
部
】
最
優
秀
賞 

ク
レ
ハ
エ
ラ
ス
ト
マ
ー
津
工
場
▽

優
秀
賞 

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
電
工
津

工
場
、
フ
ラ
ン
ス
ベ
ッ
ト
三
重
工

場
、
オ
ー
ム
ズ
▽
努
力
賞 

井
村
屋

製
菓
Ａ
、
三
恵
技
研
工
業
安
濃
工
場

Ａ
、
三
重
大
学
医
学
部
附
属
病
院 

【
救
急
法
の
部
】
最
優
秀
賞 

日
本

板
硝
子
津
事
業
所
▽
優
秀
賞 

永

井
病
院
、
三
重
大
学
医
学
部
附
属
病

院
、
三
恵
技
研
工
業
安
濃
工
場
▽
努

力
賞 

藤
田
保
健
衛
生
大
学
七
栗

サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
ダ
イ
ヤ
燃
商
、
井

村
屋
製
菓 

的確な操作で、日頃の訓練の成果を披露する各事業所のチーム 

○○
事事
業業
所所
対対
抗抗
でで  

職職
場場
防防
災災
競競
技技
会会
をを
開開
催催  

職
場
で
の
自
衛
消
防
隊
の
組
織
づ

く
り
や
防
災
意
識
の
高
揚
、
職
場
災

害
の
防
止
を
目
的
と
し
た
「
職
場
防

災
競
技
会
」
が
十
月
九
日
、
メ
ッ
セ

ウ
ィ
ン
グ
み
え
（
津
市
北
河
路
町
）

で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
競
技
会
は
、
津
市
防
火
協
会

が
主
催
で
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の

で
、
津
市
内
の
三
十
四
事
業
所
か
ら

五
十
四
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
日
頃
の

訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。 

競
技
内
容
は
、
消
火
器
の
部
、
屋

内
消
火
栓
の
部
、
救
急
法
の
部
と
三

つ
の
部
門
で
構
成
さ
れ
、
迅
速
・
確 
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協力 津市防火協会

➝
今
回
、
津
市
防
火
協
会
か
ら

贈
呈
さ
れ
た
、
予
防
活
動
車 

↓
吉
川
防
火
協
会
会
長
か
ら

松
田
津
市
長
へ
、
予
防
活
動
車

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た 

火災などの 
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○○
海海
にに
転転
落落
しし
たた
女女
児児
をを
救救
助助  

  
  
  
  

三三
名名
にに
感感
謝謝
状状
をを
贈贈
呈呈  

津
市
北
消
防
署
北
署
で
、
十
月
十

七
日
、
海
に
誤
っ
て
転
落
し
た
女
児

を
迅
速
に
救
出
し
た
、
津
市
白
塚
町

在
住
、
門
脇
勉
さ
ん
、
同
、
西
田
勝

一
さ
ん
、
同
、
澤
井
常
見
さ
ん
の
三

名
に
村
山
好
昭
消
防
署
長
か
ら
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 

門
脇
さ
ん
は
、
女
児
の
母
親
の
「
助

け
て
」
の
叫
び
声
で
、
人
が
溺
れ
て

い
る
事
に
気
付
き
、
連
絡
を
受
け
た

西
田
さ
ん
が
雨
の
中
、
服
を
脱
い
で

海
へ
飛
び
込
み
、
澤
井
さ
ん
と
門
脇

さ
ん
で
、
ロ
ー
プ
を
引
き
揚
げ
、
救

出
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
母
親
の
心

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
等
で
一
命
を
取
り
留

め
ま
し
た
。 

感
謝
状
を
贈
呈
し
た
村
山
署
長

は
、
「
貴
い
人
命
を
救
助
し
、
助
け

ら
れ
た
子
供
の
今
後
の
人
生
は
、
素

晴
し
い
も
の
に
な
る
と
思
う
」
と
た

た
え
ま
し
た
。 

↑右から、被表彰者の門脇さ

ん、澤井さん、西田さん、贈

呈者の村山署長 

日
の
間
、
津
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、

行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
て
放
映
さ

れ
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
下
さ

い
。 

付
け
た
消
防
隊
に
よ
り
消
し
止
め

ら
れ
ま
し
た
。 

 

現
場
周
辺
は
、
前
日
か
ら
津
ま

つ
り
で
、
屋
台
な
ど
が
立
ち
並
ん

で
お
り
、
火
災
の
炎
と
煙
で
、
祭

り
客
ら
が
一
時
騒
然
と
な
っ
た
。 
 

幸
い
に
も
ケ
ガ
人
等
は
発
生
し

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
店
舗
な
ど
約

五
十
平
米
が
焼
失
し
ま
し
た
。
現

在
原
因
に
つ
い
て
調
査
中
で
す
。 

○○
大大
阪阪
個個
室室
店店
舗舗
火火
災災
をを
受受
けけ  

  

津津
市市
内内
でで
特特
別別
査査
察察
をを
実実
施施 

 

大
阪
市
浪
速
区
の
個
室
ビ
デ
オ

店
で
店
内
に
い
た
十
六
名
が
死
亡

す
る
な
ど
し
た
放
火
事
件
を
受

け
、
津
市
消
防
本
部
は
、
市
内
の

個
室
ビ
デ
オ
店
や
カ
ラ
オ
ケ
店
な

ど
類
似
施
設
の
特
別
査
察
を
実
施

し
ま
し
た
。 

 

今
回
実
施
し
た
施
設
は
、
避
難

経
路
や
消
火
施
設
に
問
題
は
無
か

っ
た
が
、
個
室
ビ
デ
オ
や
個
室
カ

ラ
オ
ケ
店
な
ど
は
、
二
〇
一
〇
年

三
月
末
ま
で
に
、
自
動
火
災
報
知

設
備
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
早
期
に
設
置
す
る
よ

う
指
導
し
ま
し
た
。 

○○
津津
まま
つつ
りり
最

↑特別査察を行う予防

課職員

最
終終
日日
にに  

  
  
  
  

大大
門門
商商
店店
街街
でで
火火
災災 

十
月
十
二
日
、
二
十
時
二
十
分

こ
ろ
、
大
門
商
店
街
の
寿
司
店
か

ら
出
火
し
、
約
五
十
分
後
に
駆
け 

↑火災が起きた寿司店

○○
「「
元元
気気
発発
信信
！！
津津
」」  

  
  

  

収

津
市
提
供
の
テ
レ
ビ
番
組
「
元

気
発
信
！
津
」
の
収
録
が
番
組
制

作
会
社
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

今
回
の
「
元
気
発
信
！
津
」
は
、

身
近
で
起
こ
る
事
故
や
火
災
、
救

急
に
対
応
す
る
消
防
署
の
活
動
に

つ
い
て
放
映
さ
れ
ま
す
。 

放
映
時
間
は
十
月
二
十
六
日
あ

さ
九
時
か
ら
九
時
十
五
分
、
三
重

テ
レ
ビ
放
送
で
放
映
さ
れ
ま
す
。 

収
録録
がが
行行
わわ
れれ
まま
しし
たた 

再
放
送
は
十
一
月
八
日
か
ら
十
五

○○
栗栗
葉葉
地地
区区
敬敬
老老
会会
にに  

  

津津
市
社
会
福
祉
協
議
会
が

主
催
で
毎
年
開
催
し
て
い
る

も
の
で
、
地
域
の
敬
老
会
、

約
三
五
〇
名
を
招
待
し
、
小

学
生
に
よ
る
演
技
や
、
歌
謡

シ
ョ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
、
津

市
消
防
音
楽
隊
も
出
演
し
ま

し
た
。
曲
目
は
人
気
の
ド
ラ

マ
曲
や
演
歌
メ
ド
レ
ー
な
ど

数
曲
を
生
演
奏
し
、
住
宅
火

災
警
報
器
の
普
及
講
話
も
行

い
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は

「
大
変
楽
し
い
演
奏
で
、
火

災
警
報
器
も
設
置
し
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
述
べ
て
い
ま

し
た
。 

津
市市
消消
防防
音音
楽楽
隊隊
出出
演演 

十
月
十
九
日
、
津
市
立
栗

葉
小
学
校
で
栗
葉
地
区
敬
老

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

↑演奏と防火講話を行う

津市消防音楽隊
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津津
市市
久久
居居
消消
防防
署署  

署署
長長

消消
防防
監監  

永永
井井  

久久
雄雄  

 
 

久
居
消
防
署
は
、
津
市
南
部
に
位
置
し
、
管

轄
地
域
は
古
い
町
並
み
の
残
る
久
居
の
市
街

地
、
温
泉
街
の
榊
原
町
、
マ
ン
モ
ス
団
地
の
多

い
一
志
町
で
す
。
組
織
体
制
は
、
久
居
署
を
中

心
に
一
志
分
署
、
榊
原
分
遣
所
の
一
署
一
分
署

一
分
遣
所
の
体
制
で
す
が
、
市
民
の
安
心
・
安

全
を
守
る
た
め
、
他
の
消
防
署
と
連
携
を
密
に

と
っ
て
お
り
ま
す
。 

管
内
の
特
色
は
、
西
部
の
青
山
高
原
に
二
十

四
基
の
風
力
発
電
所
が
あ
り
、
ま
た
、
榊
原
温

泉
は
、
清
少
納
言
の
「
枕
草
子
」
に
日
本
三
名

泉
と
し
て
挙
げ
ら
れ
有
名
で
す
。
幹
線
交
通
機

関
と
し
て
、
伊
勢
自
動
車
道
、
国
道
一
六
五
号

線
、
近
鉄
名
古
屋
線
、
一
志
管
内
に
近
鉄
大
阪

線
、
Ｊ
Ｒ
名
松
線
が
通
り
、
大
き
な
交
通
災
害

も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
一
級
河
川

の
雲
出
川
や
波
瀬
川
、
榊
原
川
が
流
れ
、
水 

↑久居消防署 一志分署 

 津市一志町田尻345-1 

 TEL 293-0279 

難
事
故
等
も
多
く
発
生
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ら
の
災
害
、
事
故
に
対
応
す
る

た
め
、
即
時
対
応
で
き
る
体
制
を
と
っ
て

お
り
ま
す
。 

特
に
久
居
署
に
は
、
通
信
指
令
セ
ン
タ

ー
な
ど
の
本
部
機
能
や
、
四
十
五
メ
ー
ト

ル
の
最
新
の
は
し
ご
車
を
配
置
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
小
学
生
、
幼
児
や
、
国
際
研

修
生
な
ど
年
間
を
通
じ
て
の
多
く
の
見
学

者
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
救
急
救
命
士
と
医

師
、
看
護
師
の
救
命
医
療
実
習
な
ど
の
研

修
も
頻
繁
に
実
施
し
、
研
修
を
実
施
し
な

が
ら
、
署
員
も
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
久
居
署
に
は
庶
務
予

防
担
当
を
配
置
し
、
防
火
対
象
物
に
対
す

る
立
入
検
査
や
火
災
原
因
調
査
を
始
め
、

経
理
、
庶
務
、
各
種
統
計
事
務
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。 

 

署
員
は
、
市
民
の
声
を
聞
き
、
市
民
の

立
場
に
た
っ
て
物
を
考
え
実
行
す
る
、
地

域
に
密
着
し
た
消
防
に
な
る
よ
う
努
め
て

お
り
、
日
常
行
っ
て
い
る
訓
練
で
習
得
し

た
知
識
・
技
術
を
、
有
事
に
は
冷
静
か
つ

迅
速
・
的
確
に
行
動
で
き
る
よ
う
日
々
、

本
番
さ
な
が
ら
の
実
践
訓
練
等
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
今
後
と
も
消
防
行
政
に
ご

理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

次
号
は
、
白
山
消
防
署
を
特
集
予
定
で

す
。 

特特特集集集！！！   所所所属属属紹紹紹介介介！！！   津津津市市市久久久居居居消消消防防防署署署   ～～～管管管内内内ははは私私私たたたちちちががが守守守りりりままますすす～～～   

↑久居消防署 榊原分遣所

 津市榊原町5824-1 

 TEL 252-0133 

庶庶務務予予防防担担当当  

榊榊原原分分遣遣所所  

久久居居署署  

一一志志分分署署  久久
居居
消消
防防
署署

↑久居消防署 久居署 

 津市久居明神町2276 

 TEL 254-0111 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A6%8A%E5%8E%9F%E6%B8%A9%E6%B3%89
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A6%8A%E5%8E%9F%E6%B8%A9%E6%B3%89
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B8%85%E5%B0%91%E7%B4%8D%E8%A8%80
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9E%95%E8%8D%89%E5%AD%90
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○○
編編
集集
後後
記記  

 

十
月
一
日
、
大
阪
市
内
の
個
室

ビ
デ
オ
店
で
、
十
六
名
も
の
貴
い

命
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
複
雑
な

店
内
や
、
排
煙
設
備
が
充
分
で
な

い
事
か
ら
、
大
半
の
死
傷
者
は
、

煙
に
よ
る
一
酸
化
炭
素
中
毒
や
気

道
熱
傷
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。 

最
近
の
火
災
は
、
建
築
物
や
建

築
資
材
の
多
様
化
、
家
電
製
品
や

化
学
合
成
家
具
な
ど
の
増
加
に
伴

い
、
炎
よ
り
有
害
な
煙
の
方
が
問

題
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
有
毒
な
煙
で
す
が
、
平
成

二
十
年
六
月
か
ら
義
務
付
け
ら
れ

た
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
煙

感
知
型
が
多
く
、
よ
り
早
く
火
災

を
知
る
事
が
で
き
る
有
効
な
機
器

で
あ
る
た
め
、
ご
家
族
の
安
心
・

安
全
を
守
る
た
め
に
も
、
早
期
に

設
置
し
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
（
大
東
雄
一
） 

☆☆  1111 月月のの主主なな行行事事  ☆☆  

  
・11 月 9日（日） 

 秋の防火キャンペーン 

 （イオン津南サンバレー内）  

・11 月 16 日（日） 

 津・松阪消防合同林野火災訓練 

 （松阪市嬉野宮野町古田池付近） 

・11 月 23 日（火） 

 新町フェスタ 消防音楽隊出演 

（津新町通り）

○
香
良
洲
歴
史
資
料
館 

第
二
次
世
界
大
戦
中
に
は
、
三
重

県
内
に
も
数
多
く
の
軍
事
施
設
が
あ

り
ま
し
た
。
歩
兵
第
三
十
三
連
隊
兵

営
を
は
じ
め
と
し
、
主
要
な
も
の
と

し
て
、
四
日
市
の
第
二
海
軍
燃
料
省

や
鈴
鹿
海
軍
工
省
・
津
海
軍
工
省
、

さ
ら
に
、
鈴
鹿
海
軍
航
空
基
地
（
航

空
隊
）
・
三
重
海
軍
航
空
隊
・
明
野

陸
軍
飛
行
学
校
な
ど
が
あ
り
、
三
重

海
軍
航
空
隊
は
香
良
洲
に
置
か
れ
て

い
ま
し
た
。 

 

こ
の
三
重
海
軍
航
空
隊
は
、
昭
和

十
七
年
八
月
、
海
軍
飛
行
予
科
練
習

生
（
予
科
練
）
教
育
隊
と
し
て
開
隊

さ
れ
た
も
の
で
、
香
良
洲
に
航
空
隊

が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
鈴
鹿
と
明
野

の
ち
ょ
う
ど
中
間
に
位
置
し
、
雲
出

川
の
三
角
州
と
い
う
立
地
条
件
も
好

都
合
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

香
良
洲
の
面
積
の
お
よ
そ
三
分
の

一
に
当
た
る
一
・
三
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
を
占
有
し
た
施
設
で
あ
り
、
最

盛
期
に
は
一
万
五
千
人
以
上
の
予
科 

～～  ９９月月中中のの災災害害  ～～  

火火  災災    1122 件件（（9955 件件））  

救救  急急  991122 件件（（88,,551155 件件））  

救救  助助    1100 件件（（110033 件件））  
          （（））内内はは HH2200 年年累累計計  

練
習
生
が
在
隊
し
、
香
良
洲
の
町
は

若
い
活
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
よ
う
で

す
。
そ
の
跡
地
の
一
角
に
「
歴
史
資

料
館
」
が
建
て
ら
れ
、
旧
海
軍
飛
行

予
科
練
習
生
（
三
重
海
軍
航
空
隊
）

の
遺
影
・
遺
書
・
遺
品
お
よ
び
当
時

の
参
考
資
料
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

 

ま
た
、
昔
に
使
用
さ
れ
た
農
具
・

漁
具
・
商
い
用
具
な
ど
を
展
示
し
、

当
時
の
生
活
の
様
子
を
展
示
し
て
い

ま
す
。
二
階
が
昔
の
生
活
用
品
で
、

三
階
が
遺
影
・
遺
書
・
遺
品
と
な
っ

て
い
ま
す
。
（
鐘
ヶ
江 

達
） 

 

  

ごご家家庭庭にに住住宅宅火火災災警警報報器器をを設設置置しし

ままししょょうう！！  
消消防防法法のの一一部部改改正正及及びび火火災災予予防防条条例例のの

改改正正にによよりり、、平平成成 2200 年年 66 月月かからら住住宅宅用用

火火災災警警報報器器のの設設置置がが義義務務付付けけらられれまましし

たた。。  

↑10月20日、一志分署前に

綺麗なコスモスが満開に広

がりました。 

↑ 歴史資料館にあるプロペラ 

エンジン

↑10月21日、榊原地区の

秋の収穫祭でかかしが綺

麗に並びました。 

↓9月27日、この4月に

採用された職員（消防学

校で研修中）の総合査閲

が、消防学校（鈴鹿市）

で行われました。 

↑三重県海軍航空隊の石碑 


